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平成14年度から石狩川自然再生勉強会を組織
平成18年度 『石狩川下流自然再生計画書』について検討を実施
第1回石狩川下流自然再生勉強会 平成18年12月20日
第2回石狩川下流自然再生勉強会 平成19年 2月28日

平成19年3月『石狩川下流自然再生計画書』策定

平成20年3月『石狩川下流当別地区自然再生実施計画書』策定
(石狩川下流当別地区自然再生ワークショップ)

平成26年1月『石狩川下流自然再生計画書』改訂



【石狩川下流自然再生計画書抜粋】

自然再生検討箇所
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既存の湖沼は埋めずに
深みとして存置する

整備直後の状況 平成22年6月撮影

矢臼場、美登位地区
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ワンド域

たまり下
たまり上

石狩川下流域における取り組み状況

整備後の状況 平成22年8月撮影

比較的多くのヤナギ類が生育

施工前
平成20年12月撮影

＋0.2ｍ
植生回復後、河岸部（網場）を撤去

たまり下 たまり上

石狩川本川

ワンド域

※カワヤツメが多く捕れる場所は、
落葉落枝が多く堆積し、河床が粘性土

カワヤツメが
多く捕れた
箇所ワンド造成箇所（平成16年造成）

平成22年9月撮影

凡 例
ワンド・浅場整備
低層湿原整備

豊幌地区 ワンド

石狩川中流河道掘削

河岸が切り
立った状態

整備前の河岸の状況（平成18年9月）
整備前の状況
平成19年4月撮影

水際部を緩傾斜化

整備前の河岸形状

当別地区

凡 例

整備対象箇所

拡幅による砂州や
ワンドの形成

掘り込みによる
ワンドの形成

湿地・草地環境の再生

当別地区 ワンド

整備中の状況
平成20年4月撮影

施工後
平成22年8月撮影

ヨシ群落が形成

施工直後
平成22年6月撮影

融雪水の湛水

整備後の状況
平成25年8月撮影

H26～H35H22～H29
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【現況イメージ】

【施工後イメージ】



矢臼場地区

樹木範囲

低水路拡幅範囲

石狩川矢臼場地区（湿地・草地）

植生環境を考慮した低水路拡幅事例

植生回復後、河岸部（網場）を撤去予定

河岸部水深40cm程度で拡幅

(網場)

水深20cm

水深40cm

石狩川

③掘削勾配10割
の法面

水深20cm程度
ガマが優占

水深40cm程度
ウグイ、トゲウ
オ科やハゼ科魚
類の生息を確認

イヌビエが優占

写真⑤ 施工後 植生の回復 平成24年9月3日撮影

写真③ 施工前 平成22年10月25日撮影

写真④ 施工直後 平成23年10月28日撮影

目的：水辺の植生遷移帯、緩流域形成による稚魚や小型魚類の生息場及び鳥類の採餌場・生息場の形成

【施工概要】

写真① 施工前 写真② 施工後
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写真①②撮影方向

写真⑤撮影方向写真③撮影方向 写真④
撮影方向



＋0.2ｍ
植生回復後、河岸部（網場）を撤去

既存のヨシ群落

樹木範囲

河道掘削範囲

既存のヨシ群落

石狩川美登位地区（湿地・草地）

植生環境を考慮した河道掘削事例
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写真④ 施工直後 融雪水の湛水 平成22年6月25日撮影

写真⑤ 施工後 植生の回復 平成22年8月19日撮影

写真③ 施工前 平成20年12月3日撮影

比較的多くのヤナギ類が生育

目的：水辺の湿生植物群落の回復、ヤナギ類の抑制、草原性鳥類の生息場の形成

【施工概要】

施工箇所

美登位地区

写真②
施工後（平成22年）

ヨシ群落が形成

写真①
施工前（平成17年）

写真①②撮影方向

写真③
撮影方向

写真④・⑤
撮影方向

石
狩
川



自然再生 石狩川下流当別地区の全体計画（整備内容）
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整備実施前の状況 平成19年4月18日撮影

整備実施後の状況 平成25年8月2日撮影

凡 例

整備対象箇所

保全箇所

整備事例（１/３：河岸環境の再生）
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自然再生

整備実施前の状況 平成19年4月18日撮影

整備実施後の状況 平成25年8月2日撮影

整備の実施状況 凡 例

整備対象箇所

整備事例（２/３：湿地・草地環境の再生）
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自然再生

整備の実施状況

0

10

20

30

40
50

60

70

80

90

100

オ

ニ
グ

ル
ミ

ミ
ズ
ナ
ラ

カ
シ
ワ

エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ

ヤ

チ
ダ

モ

シ
ナ

ノ
キ

キ

ハ
ダ

ハ
ル

ニ
レ

ヤ

マ
グ

ワ

ケ
ヤ

マ

ハ
ン
ノ
キ

ハ
ン
ノ
キ

ノ
リ
ウ

ツ
ギ

シ
ラ
カ

ン
バ

定
着
率
（
％
）

0

20

40

60

80
100

120

140

160

180

200

樹
高
（
ｃ
ｍ
）

定着率 平均樹高導入時 平均樹高2012年

植樹苗の活着・生育状況

・土地利用の進展や河川改修により、従来の樹林のそのほとんどが失われ、現在生育している樹林は、河
川改修後に生育してきたヤナギ林が主体

・自然更新による従来の樹種の再生は期待しにくい状態になっているため、人為的に種子供給を補助する
形で樹林を更新・育成することにより、周囲の環境への自然の種子供給地となる母樹林を形成

整備事例（３/３：樹林環境の再生）
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自然再生

●地域の様々な活動主体と協働してモニタリングを実施

●ワークショップ等活動の場で、情報共有

【当別地区自然再生ワークショップ】

ＮＰＯ法人カラカネイトトンボを守る会
ＮＰＯ法人茨戸川環境市民フォーラム
江別、当別、新篠津地域の
鳥類及び両性爬虫類の生態研究者
豊平川ウォッチャーズ
流域生態研究所
石狩鳥類研究所
ＮＰＯ法人当別エコロジカルネット
当別ワンド構想の早期実現を
目指す住民協議会
行政機関（関係自治体等）

モニタリング（ＮＰＯ等との連携・協働）
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